
渡
部
思
斉
は
天
保
三
年
十
二
月
三
十
日
、
岩
代
国
河
沼
郡
野
沢

（
現
福
島
県
野
沢
町
）
旅
籠
兼
乾
物
商
渡
部
三
右
衛
門
の
長
子
に
生

ま
れ
、
韓
を
為
助
、
字
を
昔
芳
、
号
を
思
斉
と
称
し
た
。
妻
キ
ョ

は
天
保
四
年
二
月
二
十
一
日
に
生
ま
れ
た
耶
麻
郡
柳
津
村
武
田
互

太
郎
の
妹
で
嘉
永
四
年
十
一
月
七
日
婚
姻
入
籍
、
鼎
・
コ
ウ
・
ナ

ジ
の
一
男
二
女
が
あ
る
。

生
い
立
ち
を
、
幼
に
し
て
父
を
哀
い
母
も
ま
た
次
い
で
明
を
失

う
。
随
っ
て
家
政
饒
な
ら
ず
然
れ
ど
も
克
己
心
に
富
み
孝
順
一
代

の
師
表
た
り
、
蛍
雪
刻
苦
十
余
年
而
し
て
藩
校
の
科
程
を
修
む
、

兼
て
医
学
を
習
ひ
受
験
合
格
す
：
…
．
（
野
沢
町
史
稿
老
越
後
へ
の
街

道
筋
野
沢
村
で
漢
方
の
名
医
、
学
を
好
み
文
雅
の
道
も
楽
し
ん
で

い
た
人
、
八
歳
に
し
て
父
と
死
別
盲
目
の
母
を
助
け
つ
つ
藩
の
医

学
校
を
終
え
同
村
に
医
を
開
業
、
文
久
三
年
十
二
月
村
の
若
者
頭

41

野
口
英
世
の
師
、
渡
部
鼎
。
そ
の
１

１
父
・
思
斉
Ｉ

石
原
理
年

に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
早
く
か
ら
当
地
方
の
医
療
教
育
文
化
に
携
わ

っ
た
。
：
…
（
西
会
津
町
、
平
成
二
年
町
教
委
）
。
野
沢
市
場
検
断
・
同

駅
長
五
嵐
八
郎
塾
閉
鎖
の
た
め
慶
応
二
年
「
研
幾
堂
」
を
創
立
、

法
・
経
・
文
・
医
の
四
科
を
設
け
近
隣
子
弟
の
教
育
に
尽
力
、
藩

の
医
学
寮
学
監
招
聰
も
辞
し
郷
里
の
教
育
発
展
に
遂
し
た
。
…
：

（
野
沢
小
学
校
沿
革
史
、
明
治
二
四
年
）
。
と
あ
る
。

藩
校
日
新
館
医
学
寮
に
つ
い
て
、
会
津
藩
医
学
史
並
び
に
明
治

以
後
の
医
学
史
（
友
田
康
雄
）
が
あ
る
が
、
そ
の
遊
学
費
を
中
心
に

再
考
す
る
と
。

日
新
館
医
学
寮
は
、
享
和
元
年
辛
酉
十
月
医
学
寮
令
条
に
よ
り

開
設
さ
れ
、
市
在
の
医
師
で
も
高
等
に
進
む
も
の
は
苗
氏
を
許
さ

れ
又
目
見
等
を
許
さ
れ
（
法
度
害
）
、
同
九
月
廿
九
日
諸
生
の
う
ち

人
品
よ
ろ
し
く
基
芸
に
秀
で
末
に
は
器
用
を
な
す
べ
き
も
の
に
は

一
ヶ
年
専
修
行
を
命
じ
稽
古
料
又
は
居
塾
料
を
賜
る
べ
し
（
略
）
年

限
に
拘
ら
ず
口
米
を
廃
す
べ
し
、
此
の
儀
は
情
実
に
も
た
れ
ず
申

出
ず
る
く
し
（
家
世
実
記
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
年
間
に
至
っ

て
日
稽
古
堂
は
町
人
の
入
学
を
禁
じ
貴
賤
の
間
隔
を
厳
重
に
し
、

ま
た
他
国
へ
の
官
費
遊
学
も
士
分
に
限
っ
た
。

こ
の
た
め
か
天
保
七
年
丙
申
十
一
月
、
加
賀
山
日
記
遊
学
資
金
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制
度
の
記
載
に
、
藩
医
子
弟
の
官
遊
資
金
は
本
途
よ
り
給
与
さ
れ

る
が
、
市
在
医
子
弟
に
は
こ
れ
が
な
い
の
で
、
学
資
金
に
乏
し
く

折
角
遊
学
し
て
も
二
・
三
年
か
四
・
五
年
で
帰
国
し
そ
の
奥
を
究

め
ず
用
を
得
な
い
。
加
賀
山
翼
、
佐
藤
雄
庵
ら
は
こ
れ
を
患
い
封

内
の
医
師
一
人
当
た
り
一
ヶ
年
、
金
一
歩
を
十
五
年
間
積
み
、
そ

の
利
子
を
こ
の
資
金
に
当
て
る
制
度
を
起
し
た
と
あ
る
。
従
っ
て

思
斉
の
医
学
寮
入
学
資
格
に
問
題
は
な
い
が
、
こ
の
起
り
が
加
賀

山
二
十
四
歳
時
天
保
五
年
で
思
斉
十
九
歳
頃
修
学
中
と
な
る
。
但

し
こ
れ
は
他
国
遊
学
者
が
対
象
な
の
で
、
思
斉
が
こ
れ
に
浴
し
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
父
母
と
も
に
天
逝
し
、
家
政
饒
な
ら
ぬ

若
少
思
斉
の
修
学
資
金
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

学
塾
「
研
幾
堂
」
は
弁
護
士
野
沢
難
一
、
県
会
議
長
・
代
議
士

の
山
口
千
代
作
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
国
富
論
本
邦
初
訳
者
の
石
川

暎
作
、
実
子
で
野
口
英
世
の
師
渡
部
鼎
ら
多
く
の
逸
材
を
輩
出
、

弟
子
の
数
三
千
名
に
も
及
び
野
沢
の
松
下
村
塾
と
も
称
さ
れ
て
い

る
。
第
蛇
回
本
学
会
で
演
者
は
「
福
島
県
史
」
迦
巻
学
校
教
育
寺

子
屋
先
生
の
項
よ
り
、
思
斉
を
僧
と
報
告
し
た
が
、
再
調
査
の
結

果
、
〃
儒
医
〃
の
誤
り
で
あ
る
。
県
史
の
記
載
寺
子
屋
主
職
業
と
寺

子
屋
施
設
表
の
職
業
数
も
両
者
が
一
致
し
て
い
な
い
。
誤
植
で
な

く
誤
り
で
あ
り
、
訂
正
す
る
。

明
治
十
一
年
十
一
月
「
宜
ク
、
自
治
ノ
精
神
ヲ
計
ル
ベ
キ
時
ナ

リ
、
衆
人
相
集
リ
、
相
会
シ
、
以
テ
、
権
利
ノ
在
ル
所
、
義
務
ノ

在
ル
所
ヲ
講
究
ス
ル
ハ
．
．
：
：
」
の
趣
旨
で
発
足
し
た
政
治
結
社
愛

身
社
は
、
会
津
三
方
道
路
開
鑿
工
事
の
強
行
な
ど
、
三
島
県
令
の

圧
政
に
抗
し
た
農
民
の
指
導
者
と
し
て
思
斉
を
先
頭
に
、
学
習
結

社
「
研
幾
堂
」
か
ら
政
治
結
社
「
研
幾
党
」
を
生
ん
だ
。
思
斉
は

明
治
十
一
年
六
月
福
島
県
民
会
議
の
議
員
に
当
選
し
た
が
、
翌
年

の
府
県
会
規
則
に
基
づ
く
県
議
選
に
は
出
馬
し
て
い
な
い
。
以
後

も
指
導
者
の
立
場
を
貫
い
た
が
、
弟
子
間
の
権
力
争
い
に
巻
き
込

ま
れ
、
明
治
二
十
二
年
三
月
一
日
野
沢
布
袋
旅
館
に
開
催
の
研
幾

党
県
議
選
出
会
議
で
、
石
川
市
十
郎
の
推
薦
演
説
中
に
卒
中
で
倒

れ
、
そ
の
日
他
界
し
た
。

儒
医
・
教
育
者
・
地
方
政
治
家
思
斉
が
そ
の
子
弟
に
及
ぼ
し
た

影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（
京
都
大
学
）
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